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功 労 表 彰善 行 表 彰

町町町町づづづづくくくくりりりりのののの功功功功績績績績
町の発展や振興に寄与された方を

「文化の日」に表彰

11月３日の文化の日に、津別町の発展に尽くされた方の表彰式が、

中央公民館で行われます。今年は、産業開発、社会福祉、消防、善行

の分野で功績のあった方々が表彰の栄誉に浴されます。また、３名の

方が町長顕彰を受けられます。受賞者の皆さまおめでとうございます。
qは受賞者の功績、wは受賞の感想です。

産 業 開 発 功 労 者

木樋　木黒
べんど

耕三
こうぞう

さん（60歳）

q昭和45年から共同利用

における農家所得の確保と

省力化技術を確立し、平成

11年には津別町初の畑作

複数戸法人「木樋桃源ファ

ーム」を設立。津別町農業

の発展と営農振興に貢献さ

れた功績により表彰。w

この度の受賞は、関係機関、

地域の皆さんのご協力のおかげと感謝しております。今

後も地域のために努力してまいりたいと思います。

にににに感感感感謝謝謝謝をををを込込込込めめめめてててて

社 会 福 祉 功 労 者

本町　大江
おおえ

スマ子
すまこ

さん（71歳）

q平成10年12月に津別町

民生委員児童委員の委嘱を

受けて以来、委員活動を通

じ地域福祉の充実に努めら

れるなど、本町の社会福祉

の向上に多大な貢献をされ

た功績により表彰。wこの

度の受賞は、身に余る光栄

です。15年間活動できまし

たのも、皆さまのご協力のおかげと深く感謝しております。

今後も地域で微力ながらも努力して参りたいと思います。

社 会 福 祉 功 労 者

幸町　医師　相澤
あいざわ

誠
まこと

さん（54歳）

q平成10年４月から今日

まで通算12年５月にわた

り、丸玉産業株式会社津別

病院の医師として地域医療

を支え、また、平成16年か

らは副院長、平成19年から

は院長として、本町の保健

医療と福祉行政に多大な貢

献をされた功績により表

彰。w身に余る表彰を頂き、恐縮に存じます。多くの

方々の御理解御協力に、感謝申し上げます。微力ながら今

後も津別町の社会福祉に寄与できれば幸いと存じます。

消 防 功 労 者

一条通 板金業　高田
たかだ

博行
ひろゆき

さん（50歳）

q平成４年に津別消防団

に入団し、21年の永きに

亘り、消防団員として各

種災害の未然防止、地域

住民の安全確保に貢献さ

れた功績により表彰。w

この度の受賞は、身に余

る光栄です。消防団、消

防署のみなさんのおかげ

だと思っております。この受賞を機に、今後も地域のた

めにますます努力してまいります。

小石
こいし

税
みつぎ

さん

千葉県船橋市（77歳）

船橋ポートライオンズクラブの

会長として、青少年交流はもとよ

り、教育・文化・経済・人材育成

など、本町と船橋市の交流の橋渡

し役として、多大な貢献を頂いて

いる。また、子どもたちの教育・

健全育成を趣旨として、毎年「ふ

るさと納税」で多額な寄付を頂い

ている。

善 行 者

丸玉産業株式会社

q町発展の一助として町

に対し1,000万円を寄附さ

れ、本町の振興発展に寄

与された功績により表彰。

平成７年度、平成15年度、

平成20年度、平成22年度、

平成23年度、平成24年度

に次ぐ７度目の受賞。w

当社は今年創業111周年

を迎えました。町民の皆さまの御支援のおかげと心より

感謝致します。（寄附金の使い道を次ページでご紹介）

善 行 者

最上　農業　山田
やまだ

照夫
てるお

さん（66歳）

q町発展の一助として町

に対し100万円を寄附さ

れ、本町の振興発展に寄

与された功績により表彰。

w長くお世話になってい

る町のためにと思い、寄

附をさせていただきまし

た。このような賞をいた

だき、たいへんありがた

く思います。今後も微力ながら地域の発展のために、努

力してまいります。

町 長 顕 彰

児島
こじま

仁
まさし

さん

東京都杉並区（82歳）

日本電信電話（株）の役員とし

て、本町の携帯電話の通信網整備

や基地局整備によるエリアの拡

大、光回線の整備による難視聴地

域の解消など、社を挙げて取り組

んで頂いている。また、ラグビー

合宿の誘致、定着に多大な貢献を

頂いており、本町スポーツ合宿の

生みの親である。

近藤
こんどう

益夫
ますお

さん

津別町幸町（73歳）

昭和44年５月に丸玉産業株式

会社津別病院に医師として勤務以

来、院長・名誉院長として、44

年の永きに亘り、病院の健全運営

はもとより地域医療や救急医療、

公衆衛生の分野で多大な貢献を頂

いており、民間病院の病院長の枠

を超え、地域振興の分野において

も多大な功績を残されている。



地地地地域域域域おおおおここここしししし協協協協力力力力隊隊隊隊編編編編集集集集

過去３年間の実績について、以下のとおり掲載します

１．造林事業

町内の標準造林事業費の97％を上限として補助する金額とし、実行経

費が標準事業費を下回った場合はその額とする。

２．下刈（１回刈）全刈～ 8,000円／ha・（２回刈）全刈～24,000円／ha

３．つる切り・除伐　　～18,000円／ha

４．初回間伐　　　　　～25,000円／ha

５．野鼠駆除　　　　　～ 1,000円／ha

６．林地流動化対策事業

造林を目的に購入し、造林を行ったものに対し、林地流動化助成金と

して10,000円／haを上限に標準地価相当額を交付する。

問い合わせ先 産業振興課 林政グループ　†76－2151(内線259)

拡充前（平成19年度）との比較では、下刈りが堅調に実施されており、保育事業でも拡充によ

る効果が現れています。また、平成18年度には500haを超えていた未立木地が現在370haとなっ

た状況から見ても、基金による効果が現れています。今後も造林・保育を中心に助成を継続して、

未立木地解消を図りたいと考えております。

※「愛林のまち緑資源を守る事業」助成内容

「愛林のまち」の緑豊かな自然環境を次の世代に引き継ぎ、ふるさとつべつの森林資源の造成と保

全や未立木地対策を図るため、平成20年度から丸玉産業株式会社より、５年間継続による毎年１

千万円の寄附を頂き『丸玉産業森づくり基金』を設置しています。現在、町単独補助制度として取

り組んでいる『愛林のまち緑資源を守る推進事業』の財源の一部として運用（下記参照）、造林、

保育、野鼠駆除、林地流動化事業等について取り組みを行ってまいりました。



平成25年度

インフルエンザ予防接種契約病院
(10月10日現在の予定)

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

津
別
町
で
は
今
年
度
も
、
高
齢
者
と
１
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

保
健
福
祉
課

健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

健
康
推
進
担
当

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
３
１
・
２
３
２
・
３
３
２
）

１
、
対
象
者：

津
別
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
で
接
種
当
日

q
65
歳
以
上
の
方

w
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
肺
や
気
管
支
及

び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
で
身
障
手
帳
１
級

程
度
の
障
が
い
の
方
（
詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
担
当
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

e
１
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん

２
、
助
成
期
間：

平
成
25
年
11
月
１
日
〜
平
成
26
年
１
月
31
日

病
院
に
よ
り
開
始
日
が
違
い
ま
す
。

希
望
す
る
病
院
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

３
、
接
種
場
所：

津
別
病
院
ほ
か
町
が
委
託
す
る
病
院

４
、
助
成
接
種
回
数：

q
高
齢
者
と
中
学
生
は
１
回

w
１
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
は
２
回

５
、
助
成
額：

１
回
当
た
り
　
一
律
　
１
０
５
０
円

６
、
個
人
負
担：

接
種
料
金
か
ら
１
０
５
０
円
を
引
い
た
額

７
、
接
種
方
法

q
ほ
と
ん
ど
の
病
院
は
予
約
が
不
要
で
す
。
直
接
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
美
幌
国
保
病
院
小
児
科
は
予
約
が
必
要
で
す
。

w
現
時
点
で
の
契
約
病
院
は
別
記
の
と
お
り
で
す
。
契
約
病
院
以
外

の
、
主
治
医
が
い
る
病
院
で
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
町
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
子
ど
も
の
接
種
で
き
る
病
院
は
記
載
し
た

病
院
だ
け
と
な
り
ま
す
。

８
、
持
ち
物：

接
種
す
る
と
き
は
健
康
手
帳
や
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
高
齢
者
の
方
は
老
眼
鏡
が
あ
る
と
便
利
で
す
　

（
予
診
票
を
書
く
時
に
）。

○
町
か
ら
の
助
成
額
は
１
回
当
た
り
一
律
１
０
５
０
円
で
す
。

○
接
種
料
金
が
病
院
に
よ
り
違
う
た
め
、
自
己
負
担
金
も
病
院
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
。

○
上
記
対
象
者
で
生
活
保
護
の
方
は
、
福
祉
担
当
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



９
月
28
日
、
中
央
公
民
館
で
平
成
25
年
度
津
別

町
寿
大
学
文
化
祭
・
舞
台
発
表
が
行
わ
れ
、
学
生

た
ち
が
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
け
る
日
ご
ろ
の
練
習
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ル
ン
バ
、
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
な
ど
の
華
や
か
な
社

交
ダ
ン
ス
や
日
本
舞
踊
、
息
の
合
っ
た
大
正
琴
の

演
奏
、
伸
び
や
か
な
歌
声
を
響
か
せ
た
合
唱
ク
ラ

ブ
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
合
唱
な
ど
、
６
つ
の
演
目
に

延
べ
80
人
あ
ま
り
が
出
演
。

年
齢
を
感

じ
さ
せ
な
い

活
気
あ
ふ
れ

る
ス
テ
ー
ジ

が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
そ
の

出
来
ば
え
に

来
場
し
た
多

く
の
観
客
か

ら
惜
し
み
な

い
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま

し
た
。

10
月
20
日
、「
津
別
ま
る
ご
と
フ
ェ
ア
・
第
３
回

つ
べ
つ
産
業
ま
つ
り
（
主
催
　
つ
べ
つ
産
業
ま
つ
り

実
行
委
員
会
）」
が
、
さ
ん
さ
ん
館
一
帯
と
町
道
１

０
５
号
線
の
一
部
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
津
別
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
着
ぐ
る
み

の
お
披
露
目
と
名
前
『
ま
る
太
く
ん
』
の
発
表
が
あ

り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
加
藤
雅
子
さ

ん
（
本
岐
小
教
諭
）
と
命
名
者
の
石
原
裕
羽
く
ん

（
本
岐
小
２
年
・
相
生
在
住
）
も
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

り
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

山
鳴
太
鼓
保
存
会
の
太
鼓
演
奏
で
幕
開
け
し
た
産

業
ま
つ
り
は
、
い
も
・
玉
ね
ぎ
詰
め
放
題
、
米
や
卵

な
ど
の
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
、
ラ
ン
プ
の
宿
・
森
つ
べ

つ
ペ
ア
宿
泊
券
な
ど
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会

と
、
お
得
で
楽
し
い
企
画
が
目
白
押
し
。
会
場
は
、

津
別
の
秋
の
味
覚
や
特
産
品
を
求
め
る
た
く
さ
ん
の

人
で
に
ぎ
わ
い
、
焼
き
鳥
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
食

べ
物
の
出
店
に
も
客
足
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
親
善
交
流

青
少
年
海
外
研
修
派
遣
出
発
式

10
月
10
日
、
町
長
室
で
平
成
25
年
度
青
少
年
海

外
研
修
派
遣
事
業
に
よ
る
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

研
修
（
10
月
18
日
か
ら
29
日
ま
で
の
12
日
間
）
の

出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
参
加
者
は
、
津
別
高
校
１
年
生
の
伊
東

留
依
君
、
河
野
百
音
さ
ん
、
山
本
凪
紗
さ
ん
の
３

名
と
引
率
者
の
遠
藤
裕
幸
教
諭
。
研
修
で
は
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内
の
高

校
の
授
業
を
受
け
た
り
、
自
然
や
文
化
施
設
を
見

学
す
る
な
ど
、
異
文
化
に
触
れ
国
際
的
視
野
を
広

げ
る
貴
重
な

機
会
と
な
り

ま
す
。

町
長
か
ら

は
、
「
大
い

に
楽
し
む
と

と
も
に
、
津

別
や
日
本
の

こ
と
も
し
っ

か
り
紹
介
し

て
き
て
く
だ

さ
い
」
と
の

言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

10
月
６
日
、「
第
12
回
つ
べ
つ
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
２
８
０
名

余
り
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

薄
曇
り
の
良
好
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
参
加

者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や
経
験
に
応
じ
ハ
ー
フ
コ
ー

ス
、
10
d
コ
ー
ス
、
５
d
コ
ー
ス
、
３
d
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
、
午
前
10
時
30
分
に
同
時
ス
タ
ー
ト
。

ゴ
ー
ル
地
点
の
津
別
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
目
指
し

ま
し
た
。

今
年
は
津
別
高
校
の
生
徒
た
ち
が
、
強
歩
大
会
の

代
わ
り
に
出
場
し
た
た
め
、
例
年
よ
り
賑
や
か
な
大

会
と
な
り
、
次
々
と
ゴ
ー
ル
イ
ン
す
る
ラ
ン
ナ
ー
に
、

観
客
か
ら
盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
披
露

寿
大
学
文
化
祭
・
舞
台
発
表

津
高
生
の
参
加
で
よ
り
賑
や
か
に

第
12
回
つ
べ
つ
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催ゆるキャラの名前は「まる太くん」 大人気のいも、玉ねぎ詰め放題

山鳴太鼓保存会の演奏で幕開け 津中吹奏楽部が楽しい演奏を披露

津別の物産が大集合

第３回つべつ産業まつり開催

津
別
の
自
然
や
農
村
風
景
な
ど
を
長

く
撮
り
続
け
て
き
た
野
宮
貞
市
さ
ん
の

写
真
展
『
ふ
る
里
の
回
想
』
が
、
10
月

４
日
か
ら
17
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
期
間

中
、
５
０
０
名
を
超
え
る
見
学
者
が
訪

れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
沼
沢
の
旧
滝
口
さ
ん

宅
は
大
正
末
期
に
建
て
ら
れ
た
木
造
家

屋
で
、
そ
の
重
厚
さ
や
伝
統
的
工
法
の

美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
野
宮
さ
ん
の
思

い
に
、
家
主
の
滝
口
さ
ん
が
協
力
す
る

か
た
ち
で
、
写
真
展
の
開
催
が
実
現
し

た
も
の
で
す
。

野
宮
さ
ん
が
35
年
間
に
わ
た
っ
て
撮

り
貯
め
た
津
別
の
風
景
と
、
趣
の
あ
る

建
物
が
調
和
し
た
空
間
に
は
、
懐
か
し

さ
と
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

築
90
年
の
古
民
家
を
会
場
に

野
宮
貞
市
さ
ん
の
写
真
展
開
催

10
月
17
日
、
北
見
市
在
住
の
温

山
壽
男
さ
ん
か
ら
、
教
育
の
振
興

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

町
に
１
０
０
万
円
の
ご
寄
附
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
度
、
自
宅
取
り

壊
し
を
機
に
、
親
子
で
津
別
町
に

お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
に
と
寄
附

を
思
い
立
た
れ
た
そ
う
で
す
。

感
謝
状
を
贈
呈
し
た
佐
藤
副
町

長
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
趣
旨
に
沿
っ
て
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
、
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

津
別
の
教
育
振
興
の
た
め
に

温
山
壽
男
さ
ん
か
ら
町
に
寄
附

多
く
の
親
子
連
れ
が
来
場

じ
ど
う
か
ん
フ
ェ
ス
タ
開
催

10
月
５
日
、
児
童
館
つ
べ
つ
ん
で

『
じ
ど
う
か
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
』

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
訪

れ
ま
し
た
。

午
前
は
子
ど
も
た
ち
が
一
輪
車
や
け

ん
玉
な
ど
の
特
技
を
発
表
す
る
「
子
ど

も
ス
テ
ー
ジ
」
に
続
い
て
、
各
種
ゲ
ー

ム
や
工
作
な
ど
が
楽
し
め
る
「
お
ま
つ

り
ブ
ー
ス
」
が
開
店
。

午
後
の
「
ゲ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
」
で
は
、

バ
ト
ン
教
室
や
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
の
演

技
、
Ｒ
Ｅ
Ｃ
つ
べ
つ
の
リ
コ
ー
ダ
ー
演

奏
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
華
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
た
べ
も
の
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
19
日
、
津
別
町
肉
牛
振
興
会

（
川
瀬
敦
史
会
長
）
か
ら
教
育
委
員
会

に
、
学
校
給
食
用
と
し
て
津
別
町
産

黒
毛
和
牛
肉
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

給
食
を
通
じ
て
地
元
の
食
材
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
に
安
心
安
全
な
も

の
を
提
供
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
４
年
連

続
の
寄
贈
と
な
り
ま
す
。
目
録
を
贈

ら
れ
た
林
教
育
長
は
、「
普
段
、
給
食

で
は
口
に
で
き
な
い
食
材
を
ご
提
供

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

地
元
の
食
材
を
子
ど
も
た
ち
に

津
別
産
和
牛
が
寄
贈
さ
れ
る



ボ
ト
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
の
消
費
が

年
々
伸
び
て
い
ま
す
。「
安
全
で
お
い

し
い
水
」
と
い
う
ト
レ
ン
ド
（
流
行
）

に
よ
る
も
の
で
す
。

津
別
町
の
水
道
水
は
湧
水
で
厳
し

い
水
質
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、

ミ
ネ
ラ
ル
分
も
ボ
ト
ル
ウ
オ
ー
タ
ー

と
そ
ん
色
な
い
、
軟
水
の
『
ナ
チ
ュ

ラ
ル
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
』
で
す
。

１
０
０
０
r
当
た
り
２
１
０
円
と
、

２
r
当
た
り
２
０
０
円
程
度
の
ボ
ト

ル
ウ
オ
―
タ
ー
と
比
較
し
て
も
５
０

０
倍
ほ
ど

お
安
く
な

っ
て
お
り

ま
す
。

水
道
事

業
は
、
安

全
で
お
い

し
い
水
道

水
を
安
定

し
て
供
給

す
る
た
め
、
水
道
料
金
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　　　　
�

健全化判断比率の状況（平成24年度） 資金不足比率の状況（平成24年度）

■津別町の平成24年度決算における健全化判断比率および資金不足比率は、いずれも基準を下回っています。しかし、

依然として財政状況は厳しく、町としてもより一層の健全化に向けた財政運営を行っていくこととしています。

問い合わせ先 住民企画課財政グループ　†76－2151（内線241）

１.実質赤字比率 町の一般会計の赤字の程度を指標化したもの。

２.連結実質赤字比率 町の全ての会計の黒字や赤字を合計して、町全体の会計の赤字の程度を指標化したもの。

３.実質公債費比率 町のその年の借金返済額もしくは借金に準ずるものの支払額を合計して、一般会計の負担

の程度を指標化したもの。

４.将来負担比率 一般会計の借金残高や特別会計等の借入金残高に対する今後の一般会計の負担見込額など

を合計して、将来負担する可能性のある額の大きさを指標化したもの。

５.資金不足比率 公営企業（上水道事業等）の資金不足を、料金収入の規模と比較して指標化したもの。

健全化判断比率の４指標と資金不足比率が表しているもの

津別町の健全化判断比率と資金不足比率

平成24年度決算に基づき算定した健全化判断比率と資金不足比率は下表のとおりで、すべて基準を下回りました。

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、毎年度「健全化判断比率」及び「資金不足

比率」を算定し、監査委員の審査を受け、その意見をつけて議会に報告するとともに、これらの比率を公表することが

義務付けられています。公表する比率は、「健全化判断比率」の「1. 実質赤字比率」、「2. 連結実質赤字比率」、「3. 実質公

債費比率」、「4. 将来負担比率」の4つの指標と「5. 資金不足比率」です。

津　別　町　水　道　水　の　水　質　検　査　結　果

問い合わせ先 建設課 水道住宅グループ　†76－2151（内線254）

… 水 質 検 査 結 果 の お 知 ら せ …

私
た
ち
が
、
毎
日
飲
用
と
し
て
使
っ

て
い
る
水
道
水
。
こ
の
水
道
水
は
、
水

道
法
に
よ
っ
て
厳
し
い
水
質
基
準
が
定

め
ら
れ
、
水
源
地
か
ら
浄
水
場
、
各
家

庭
の
蛇
口
に
至
る
ま
で
定
期
的
に
水
質

検
査
を
行
い
、
水
道
水
の
水
質
管
理
に

万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

こ
の
水
質
検
査
を
「
ど
の
場
所
で
」

「
ど
の
よ
う
な
項
目
に
つ
い
て
」「
ど
れ

く
ら
い
の
頻
度
で
」
行
う
か
な
ど
を
表

し
た
も
の
が
水
質
検
査
計
画
で
す
。

今
回
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
毎
月

検
査
し
て
い
る
項
目
の
結
果
に
つ
い
て

下
記
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

検
査
し
た
水
は
、
津
別
市
街
や
活

汲
・
恩
根
・
最
上
地
区
を
給
水
区
域
に

し
て
い
る
上
里
を
水
源
地
と
す
る
水
道

水
、
も
う
一
つ
は
本
岐
や
相
生
地
区
を

給
水
区
域
と
し
て
い
る
相
生
が
水
源
地

の
水
道
水
で
す
。

ど
ち
ら
も
湧
き
水
で
、
そ
の
ま
ま
で

も
水
質
基
準
の
項
目
を
ク
リ
ア
し
て
い

ま
す
が
、
水
道
法
で
滅
菌
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
た
め
、
必
要
最
少
量
の
塩

素
注
入
を
行
い
、
安
全
な
水
と
し
て
皆

さ
ん
の
家
庭
に
届
け
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
飲
め
る
水
道
水

水
質
検
査
計
画
を
定
め
て
い
ま
す

津
別
の
水
は
50
項
目
の
厳
し
い

水
質
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す

公表する内容

10
月
か
ら
上
里
地
区
で
活
動
し
て
い
る
ハ
ス
オ
ー
ラ
さ

ん
は
、
中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
出
身
。
観
光
関
係

の
仕
事
を
通
じ
て
日
本
に
興
味
を
持
ち
、
日
本
語
を
勉
強

す
る
た
め
２
０
０
１
年
に
来
日
し
ま
し
た
。

６
年
前
か
ら
大
阪
の
電
子
部
品
を
扱
う
会
社
で
流
通
や

商
品
管
理
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
が
、
以
前
か
ら

希
望
し
て
い
た
民
宿
な
ど
観
光
施
設
の
起
業
を
実
現
す
る

た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
た
そ
う
で
す
。

現
在
、『
ラ
ン
プ
の
宿
・
森
つ
べ
つ
』
で
の
ホ
テ
ル
業
務

を
中
心
に
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
や
津
別
峠
雲
海
ツ
ア
ー
の
対

応
な
ど
、
津
別
の
観
光
資
源
を
活
用
す
る
仕
事
に
取
り
組

ん
で
お
り
、「
地
元
の
人
が
な
か
な
か
気
付
か
な
い
自
然
の

魅
力
を
都
会
の
人
に
伝
え
、
都
市
と
地
方
の
交
流
の
場
に

な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
意
気
込
み
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
た
め
単
身

赴
任
中
で
す
が
、
来
春
に
は
京
都
の
奥
さ
ん
の
実
家
か
ら

家
族
を
呼
び
寄
せ
た
い
そ
う
で
す
。

地 域 お こ し 協 力 隊 の ご 紹 介 r

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
総
務
省
の
事
業
で
首
都
圏
等
か
ら
地

域
へ
移
住
し
、
地
域
の
生
活
支
援
や
地
域
活
動
に
協
力
し
、
将
来
は

地
域
で
就
業
ま
た
は
起
業
し
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

ハスオーラさん／中国出身／39歳

※
測
定
し
た
水
は
、
平
成
25
年
９
月
18
日
に
上
里
・
相
生
の
水
道
水
（
蛇
口
）
か
ら
採
取
し
た
も
の
で
す
。



「
週
２
回
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
が
楽
し
み
で
す
」
と
話

す
吉
川
愛
子
さ
ん
は
、
今
年
４
月
に

娘
さ
ん
夫
妻
と
と
も
に
羅
臼
町
か
ら

転
居
し
、
新
し
く
津
別
町
民
に
な
り

ま
し
た
。
当
初
は
、
住
み
慣
れ
た
町

を
離
れ
た
こ
と
で
、
寂
し
さ
も
多
少

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
通
じ
て
新
し
い
友
だ
ち
も
増
え
、

お
し
ゃ
べ
り
や
ゲ
ー
ム
、
体
操
な
ど

を
し
て
過
ご
す
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。

中
標
津
町
武
佐
の
農
家
に
生
ま
れ

た
吉
川
さ
ん
は
、
尋
常
小
学
校
を
卒

業
す
る
と
家
業
を
手
伝
い
は
じ
め
ま

す
。
６
年
間
を
過
ご
し
た
武
佐
尋
常

小
学
校
で
は
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
手

ま
り
で
遊
ん
だ
こ
と
が
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

青
春
時
代
を
過
ご
し
た
の
は
、
戦

中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
、
日
本
中

が
大
変
な
思
い
を
し
て
い
た
こ
ろ
。

「
終
戦
間
際
に
な
る
と
、
近
く
に
あ
っ

た
飛
行
場
を
狙
っ
て
何
度
か
空
襲
も

あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
農
村
地
帯
だ

っ
た
の
で
、
で
ん
ぷ
ん
や
イ
モ
な
ど

は
あ
っ
て
、
食
料
に
は
あ
ま
り
不
自

由
し
ま
せ
ん
で
し
た
」。

戦
後
、
22
歳
で
結
婚
し
た
吉
川
さ

ん
は
、
夫
の
康
夫
さ
ん
と
と
も
に
羅

臼
町
に
入
植
し
、
畑
の
開
墾
を
始
め

ま
す
。
人
力
で
木
を
倒
し
、
切
り
株

は
爆
薬
を
使
う
「
火
薬
抜
根
」
で
処

理
す
る
な
ど
し
て
、
少
し
づ
つ
農
地

を
広
げ
ま
し
た
が
、
ま
と
も
に
作
物

の
収
穫
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で

10
年
の
年
月
が
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

道
具
も
鍬
か
ら
馬
、
牛
、
ト
ラ
ク
タ

ー
へ
と
合
理
化
が
進
み
、
労
力
も

徐
々
に
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

額
に
汗
し
な
が
ら
北
海
道
農
業
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
吉
川
さ
ん
夫
妻
。

２
年
前
に
康
夫
さ
ん
が
亡
く
な
り
、

ま
た
二
人
の
娘
さ
ん
が
美
幌
に
居
住

し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
活

汲
に
新
た
な
生
活
の
場
を
構
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

津
別
を
第
３
の
故
郷
と
し
て
、
い

つ
ま
で
も
健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

だ
ん
だ
ん
と
肌
寒
く
な
り
、
風
邪
を

引
き
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
11

月
か
ら
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
費
用
の
助
成
も
始
ま
り
ま
す
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
「
か
か
ら
な
い
」

「
う
つ
さ
な
い
」
た
め
に
も
、
自
分
で

で
き
る
予
防
策
を
心
が
け
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
経
路
と

し
て
は
、
咳
や
く
し
ゃ
み
の
際
に
口
か

ら
発
生
さ
れ
る
水
滴
が
飛
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
飛
沫
感
染
と
呼
び
ま
す
。
そ
の
た
め
、

口
の
中
か
ら
発
生
さ
れ
る
水
滴
が
飛
ぶ

こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
機
会
も
減
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

【
１
　
咳
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
】

q
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は
、
で

き
る
だ
け
マ
ス
ク
を
付
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
マ
ス
ク
が
な
い
と
き
に

は
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
口
を
お
お
い
、

他
の
人
に
向
け
て
振
り
掛
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

w
手
の
ひ
ら
で
咳
や
く
し
ゃ
み
を
受
け

止
め
た
時
は
、
す
ぐ
に
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

e
鼻
を
か
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
ふ
た

付
き
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

【
２
　
手
洗
い
】

手
洗
い
は
、
手
や
指
に
つ
い
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
取
り
除
く
た

め
に
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
こ

ま
め
に
石
鹸
を
使
っ
て
丁
寧
に
洗
い
ま

し
ょ
う
。
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
は
各
自

で
持
ち
、
共
用
は
避
け
ま
す
。
ま
た
、

建
物
の
入
り
口
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
消
毒
薬
も
利
用
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
３
　
う
が
い
】

の
ど
の
粘
膜
に
つ
い
た
ウ
イ
ル
ス
を

吐
き
出
し
ま
す
。

【
４
　
十
分
な
休
養
と
栄
養
摂
取
】

体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、

十
分
な
休
養
を
と
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
を
し
て
い
く
こ
と
を
心
が
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
た

め
に
は
、
予
防
接
種
の
他
に
も
こ
の
よ

う
な
、
自
分
で
で
き
る
予
防
策
も
心
が

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

さ
ん

週
２
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
は
楽
し
み

吉
川
　
愛
子

【427】

問い合わせ先 †76－2151 税務担当（220・221）
収納担当（218）

生
命
保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
、
保
険
会

社
か
ら
毎
年
一
回
、「
生
命
保
険
料
控
除
証
明

書
」
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
そ
の
年
の
う
ち
に
保
険
会
社
に

支
払
っ
て
い
る
生
命
保
険
の
掛
け
金
の
総
額

（
見
込
）
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
所
得
税
の
精

算
に
必
要
と
な
る
も
の
で
す
。

会
社
で
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
方
は
、
年

末
調
整
を
す
る
際
に
勤
め
先
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
申
告

に
使
い
ま
す
の
で
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
命
保
険
料
控
除
は
、
平
成
24
年
分
の
所

得
税
か
ら
制
度
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
来
は
「
一
般
の
生
命
保
険
料
」「
個
人
年

金
保
険
料
」
の
２
区
分
で
し
た
が
、
新
制
度

で
は
「
旧
生
命
保
険
料
」「
旧
個
人
年
金
保
険

料
」「
新
生
命
保
険
料
」「
新
個
人
年
金
保
険

料
」「
介
護
医
療
保
険
料
」（
町
に
納
め
て
頂

い
て
い
る
介
護
保
険
料
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

の
５
区
分
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

生
命
保
険
料
控
除
に
つ
い
て
は
、
個
人
ご

と
に
異
な
り
ま
す
が
、
控
除
額
が
い
ま
ま
で

よ
り
多
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、

証
明
書
の
内
容
を
よ
く
ご
確
認
の
上
お
取
り

扱
い
く
だ
さ
い
。

生
命
保
険
料

控
除
証
明
書
に
つ
い
て

問い合わせ先　保健福祉課健康医療グループ　†76－2151（内線232）

４
月
か
ら
津
別
町
役
場
に
勤
務
し
て

い
る
迫
田
春
香
さ
ん
は
、
生
ま
れ
も
育

ち
も
津
別
町
。
実
家
は
大
昭
で
農
業
を

営
ん
で
い
ま
す
。

今
春
ま
で
通
っ
て
い
た
津
別
高
校
で

は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
を
務
め
、
部
員
を
側
面
か
ら
サ
ポ
ー

ト
。「
２
年
生
の
と
き
に
東
北
海
道
大

会
に
進
出
し
て
、
一
緒
に
遠
征
で
き
た

こ
と
が
一
番
の
思
い
出
で
す
」。
同
時

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
『
ひ
ま
わ

り
』
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
に
出
店
し
た
り
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス

を
訪
問
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
奉
仕
活

動
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

卒
業
後
の
進
路
と
し
て
役
場
を
志
望

し
た
理
由
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
中
で
役
場
職
員
の
仕
事
を
知
り
、
自

分
も
人
と
接
し
て
、
人
の
役
に
立
て
る

仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
」
だ

そ
う
で
す
。

現
在
、
保
健
福
祉
課
で
戸
籍
・
年
金

を
担
当
。「
覚
え
る
こ
と
が
多
く
て
大

変
で
す
が
、
優
し
い
先
輩
ば
か
り
な
の

で
楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。
窓
口
業
務

で
は
笑
顔
を
心
が
け
、
正
し
く
説
明
で

き
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

人
と
接
し
、
人
の
た
め
に
な
る
仕
事
を

迫
田
　
春
香

さ
ん

さこた　はるかさん／19歳／津別町役場勤務／大昭

在住

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
よ
う
！

よしかわ　なるこさん／大正14年２月、中標津町生まれ／88歳／活汲在住

11
月
は
固
定
資
産
税
第
４
期
・
国
民
健
康

保
険
税
第
６
期
の
納
付
月
で
す
。

納
付
期
限
は
12
月
２
日
（
月
）
で
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
引
落
口
座

の
残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

な
ぜ
か
か
る
の
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
す
る
た
め
に
で
き
る
こ
と



移
動
献
血
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」
が

来
町
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

11
月
25
日
（
月
）

場
所
・
時
間

役
場
議
事
堂
前

９
時
30
分
〜
11
時
50
分

13
時
00
分
〜
14
時
20
分

丸
玉
産
業
前
（
達
美
工
場
）

14
時
40
分
〜
15
時
30
分
　
　

い
し
ば
し
呉
服
店
前

15
時
50
分
〜
16
時
30
分

※
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１

(

内
線
２
３
１)

次
の
道
道
は
、
来
年
春
ま
で
冬

期
間
全
面
通
行
止
め
で
す
。

■
訓
子
府
津
別
線

q
訓
子
府
町
界
か
ら
最
上
（
道
道

二
又
北
見
線
交
点
）

w
最
上
道
有
林
１
５
３
林
班
か
ら

沼
沢
２
４
１
番
地

【
11
月
29
日
〜
平
成
26
年
５
月
９
日
】

■
屈
斜
路
津
別
線
（
津
別
峠
）

q
弟
子
屈
町
ウ
ラ
ン
コ
シ
ゲ
ー
ト

か
ら
上
里
６
４
２
番
地
１

【
11
月
１
日
〜
平
成
26
年
５
月
30
日
】

■
二
又
北
見
線

q
二
又
（
町
道
３
６
８
号
線
交
点
）

か
ら
最
上
（
道
道
訓
子
府
津
別
線

交
点
）

w
最
上
（
道
道
北
見
津
別
線
交
点
）

か
ら
北
見
市
若
松
（
道
道
北
見

美
幌
線
交
点
）

【
11
月
29
日
〜
平
成
26
年
５
月
９
日
】

問
い
合
わ
せ
先

網
走
建
設
管
理
部
事
業
課

†
０
１
５
２-

41-

０
７
４
２

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の
生
活

の
安
定
、
福
祉
の
増
進
等
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
国
が
直
接
管
理
運
営

し
て
い
る
保
険
で
す
。
農
林
水
産
業

の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
１
人
で

も
雇
用
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
法

人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、「
未
手
続
事

業
の
一
掃
」
を
年
間
を
通
じ
た
主
要

課
題
と
位
置
付
け
た
う
え
で
、
11
月

を
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
月
間
」

と
し
、
集
中
的
に
広
報
活
動
を
展
開

し
、
労
働
保
険
制
度
の
よ
り
一
層
の

理
解
、
周
知
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る

職
場
と
な
る
よ
う
、
ま
だ
労
働
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
速
や
か
に
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
労
働
基
準
監
督
署

†
０
１
５
７-

23-

７
４
０
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
幌

†
73-

３
５
５
５

未
登
記
家
屋
（
法
務
局
に
登
記

を
し
て
い
な
い
家
屋
）
の
所
有
者

の
名
義
変
更
、
取
り
壊
し
に
つ
い

て
は
届
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

名
義
の
変
更
に
つ
い
て
は
新
旧

の
所
有
者
の
印
鑑
、
取
り
壊
し
に

つ
い
て
は
所
有
者
の
印
鑑
が
必
要

で
す
の
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な

お
、
届
出
の
用
紙
に
つ
い
て
は
税

務
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
法
務
局
で
所
有
権
移
転

登
記
、
滅
失
登
記
を
さ
れ
た
場
合

に
は
、
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
税
務
担
当

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
２
０
・
２
２
１
）

平
成
25
年
分
年
末
調
整
説
明
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
事
務
を
担
当
さ
れ
る
方

の
出
席
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
年
末
調
整
の
関
係
資
料

は
該
当
者
に
直
接
税
務
署
か
ら
郵

送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
当
日
は
税
務
署
か
ら
郵

送
さ
れ
て
い
る
『
年
末
調
整
の
し

か
た
』『
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

等
の
作
成
と
提
出
の
手
引
き
』
等

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

郵
送
さ
れ
て
い
る
年
末
調
整
関

係
用
紙
で
不
足
分
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
当
日
お
渡
し
し
ま
す
の
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
11
月
28
日
（
木
）

午
後
２
時
〜

（
開
始
30
分
前
か
ら
受
付
）

会
　
場
　
林
業
研
修
会
館
集
会
室

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
税
務
担
当

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
２
０
・
２
２
１
）

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
第
65
回
人
権
週
間
（
12

月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
）
に
ち
な
ん

で
「
特
設
な
ん
で
も
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。
人
権
に
関
す
る
問
題
で

お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。津
別
町
で
の
開
催
日
は
、

以
下
の
と
お
り
で
す
。

日
　
時

12
月
５
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

会
　
場

林
業
研
修
会
館
（
役
場

裏
）
１
階
図
書
室

相
談
員

人
権
擁
護
委
員

（
鷹
觜
と
し
子
、
修
田
建
惠
）

相
談
内
容

学
校
・
職
場
で
の
い

じ
め
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
配
偶
者
や

家
族
か
ら
の
暴
力
及
び
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
嫌
が
ら
せ
な

ど
の
人
権
問
題
か
ら
、
離
婚
や

成
年
後
見
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
ご
と
、困
り
ご
と
に
つ
い
て
。

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局
　
　

†
０
１
５
７-

23-

６
１
６
６
　

芸
術
の
秋
を
彩
る
町
民
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
団
体
が
、
１

年
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す

の
で
、
ご
家
族
や
お
友
だ
ち
と
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。

会
　
場

中
央
公
民
館

・
町
民
絵
画
展

11
月
２
日
〜
27
日
（
展
示
室)

・
総
合
展
示

11
月
８
日
〜
10
日
（
講
堂
）

・
舞
台
発
表

11
月
17
日
（
講
堂
）

・
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
公
開
交
信

11
月
９
日
（
ロ
ビ
ー
）

・
町
民
文
化
祭
囲
碁
大
会

12
月
12
日
（
和
室
）

問
い
合
わ
せ
先

津
別
町
文
化
協
会
事
務
局

†
76-

２
１
５
１（
内
線
２
７
０
）

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

◎公然わいせつ事件が発生！

９月上旬、津別町で公然わいせつ事件が発生

しました。

犯人は、年齢30歳～40歳くらい、身長約

170b、ヤセ型、紺色の作業服上下を着用して

いる男で、陰部を露出して歩いていたもの。

このような事件は、凶悪

事件に発展するおそれがあ

りますので、被害に遭われ

たり、目撃をされた方は、

ただちに110番通報もしく

は美幌警察署（† 7 2－

0110）まで通報をお願いい

たします。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載し
ています。内容については各防犯協会または警察署にお
問い合わせください。

冬
の
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

住民企画課

住民企画

グループ

今
月
は
14
日
か
ら
23
日
ま
で

「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
夏
の
交
通
安
全
運
動
と

と
も
に
、
北
海
道
の
統
一
運
動
と

し
て
行
う
も
の
で
す
。

運
動
期
間
中
は
、
降
雪
に
伴
う

冬
道
路
面
で
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
の

防
止
を
は
じ
め
、
以
下
の
活
動
等

を
推
進
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
と
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

秋
の
運
動
に
引
き
続
き
、
お
年

寄
り
が
被
害
に
あ
う
事
故
の
防
止

に
努
め
ま
す

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
　
防

止○
交
差
点
の
交
通
事
故
防
止

交
差
点
に
お
け
る
歩
行
者
等
の

被
害
事
故
防
止
へ
の
諸
活
動
を
推

進
し
ま
す

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

年
末
に
向
け
て
増
加
す
る
飲
酒

運
転
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
広
報

啓
発
活
動
を
更
に
展
開
し
ま
す
。

年
末
調
整
説
明
会
の

お
知
ら
せ

11
月
２
日
か
ら
町
民
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
す

第
65
回
人
権
週
間
「
特
設
な

ん
で
も
相
談
所
」
を
開
設

公
的
機
関
が
、
還
付
金
受
け
取
り

に
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
の
指
示
の
電
話
を
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
特
殊
詐
欺
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

一
度
取
ら
れ
た
お
金
を
取
り
戻

す
の
は
困
難
で
す
。
相
手
の
言
葉

を
う
の
み
に
せ
ず
、
自
分
で
確
認

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

不
審
に
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
消

費
者
協
会
や
警
察
署
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

《
消
費
生
活
の
ご
相
談
は
》

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課

商工観光担当

†76－2151

（内線315）

A

気
を
つ
け
よ
う
還
付
金
詐
欺
！

社
会
保
険
事
務
所
を
名
の
る

男
か
ら
「
払
い
す
ぎ
た
医
療
費

の
払
い
戻
し
が
あ
る
」
と
電
話

が
き
た
。

「
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
し

か
送
金
で
き
な
い
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
」
と
、
連
絡
先

の
番
号
を
教
え
て
く
れ
た
。

電
話
を
か
け
る
と
「
す
ぐ

に
振
り
込
め
る
の
で
近
く
の

コ
ン
ビ
ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
く

よ
う
に
。
着
い
た
ら
電
話
し

て
」
と
言
わ
れ
、
指
示
通
り

操
作
し
通
帳
を
見
る
と
、
振
り

込
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
10
万

円
が
引
き
抜
か
れ
て
い
た
。
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
？

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

「
献
血
」
に
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

北海道森と緑の会では、『古本で募金』

プロジェクトを行っています。

家庭で不要になった本やCD、DVD、

ゲームソフトなどを連携先であるブッ

クオフが回収・買い取りし、その全額

が当会に寄附され、北海道の森づくり

に活用されるという取り組みです。回

収費用は無料です。

ぜひ、あなたもご参加ください。

問い合わせ先
公益社団法人　北海道森と緑の会

†011-261-9022
詳しくはホームページをご覧ください
http://h-green.or.jp/usedbooks/

「古本で募金」
プロジェクトを行っています

～不要になった本・CD・DVDで、
森づくりに参加しませんか？～

道
道
３
路
線
が
冬
期
間
通
行

止
め
に
な
り
ま
す

未
登
記
家
屋
の
所
有
権
移
転
・

取
壊
し
の
届
出
に
つ
い
て

11
月
は
、労
働
保
険
適
用
促

進
強
化
月
間
で
す



問い合わせ先

役場代表†76－2151 入札と縦覧、ショベルローダー　　　　：住民企画課（内線217）

トヨタハイエースレジアス：生涯学習課（内線288）

三菱ミニカ　　　　　　　：保健福祉課（内線316）

昨
年
、
津
別
町
徘
徊
高
齢
者
捜

索
模
擬
訓
練
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
が
、
今
年
も
左
記
の
日
程
で
開

催
を
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
、
今

月
号
の
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
の
上
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
平
成
25
年
11
月
17
日（
日
）

午
後
１
時
か
ら
４
時

場
　
所
　
林
業
研
修
会
館
集
会
室

内
　
容

・
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
講

演
会

・
徘
徊
高
齢
者
捜
索
模
擬
訓
練

講
　
師

『
釧
路
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
』

岩
渕
雅
子
氏

問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

†
76-

２
１
５
８

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

で
は
、
女
性
に
対
す
る
夫
か
ら
の

暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
女
性

に
関
す
る
人
権
の
相
談
を
電
話
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
下
記
の
期

間
は
、『
全
国
一
斉
強
化
週
間
』
と

し
て
、
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

専
用
相
談
電
話

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

†
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

強
化
週
間

11
月
18
日
（
月
）
〜
24
日
（
日
）

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
11
月
23
日
（
土
）、
24
日
（
日
）

は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

強
化
週
間
以
外
も
電
話
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
（
月
〜
金
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）。

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
　
　

†
０
１
５
４-

31-

５
０
１
４

網
走
刑
務
所
で
は
、
矯
正
行
政

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

る
た
め
の
広
報
の
一
環
と
し
て
、

矯
正
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

11
月
３
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

網
走
刑
務
所
敷
地

（
網
走
市
字
三
眺
）

内
　
容

走
裕
介
氏
（
一
日
所
長
）

の
出
演
、
所
内
見
学
、
刑
務
所

作
業
製
品
の
展
示
・
販
売
、
他

問
い
合
わ
せ
先

網
走
刑
務
所

†
０
１
５
２-

43-

２
２
５
８

（
担
当
　
横
尾
、
白
岩
）

徘
徊

は
い
か
い

高
齢
者
捜
索
模
擬
訓
練

の
お
知
ら
せ

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

町では、次の3台の車両の売払いを予定しています。売払いは下記の要領で行いますので、購入

をご希望の方は入札にご参加ください。

11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

平
成
25
年
度
標
語
「
さ
し
の
べ
た
　
そ
の
手
が
こ
ど
も
の
　
命
綱
」

○
児
童
虐
待
と
は

親
ま
た
は
親
に
代
わ
り
現
に
子
ど
も
を
監
護
し
て

い
る
保
護
者
が
、
子
ど
も
に
対
し
て
身
体
的
な
危
害

を
加
え
た
り
、
適
切
な
保
護
や
養
育
を
行
わ
な
い
こ

と
な
ど
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、
健

や
か
な
成
長
、
発
達
を
そ
こ
な
う
行
為
を
い
い
ま
す
。

子
ど
も
の
心
や
か
ら
だ
に
大
き
な
傷
を
残
す
ば
か

り
で
な
く
、
発
見
が
遅
れ
る
と
か
け
が
え
の
な
い
命

を
奪
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

○
し
つ
け
と
の
違
い
は
？

た
と
え
親
等
が
し
つ
け
と
思
っ
て
い
て
も
、
虐
待

か
ど
う
か
は
、
そ
の
行
為
が
子
ど
も
に
と
っ
て
有
害

か
ど
う
か
で
判
断
し
ま
す
。

○
虐
待
し
て
し
ま
う
家
庭
を
追
い
つ
め
な
い

で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い

子
ど
も
へ
の
虐
待
に
つ
い
て
は
、
虐
待
を
し
て
し

ま
う
養
育
者
の
側
に
も
、
子
育
て
の
不
安
や
い
ろ
い

ろ
な
事
情
が
あ
り
、
家
族
全
体
が
多
面
的
な
悩
み
を

抱
え
、
援
助
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

周
囲
か
ら
養
育
者
だ
け
へ
の
一
方
的
な
非
難
は
、

か
え
っ
て
家
庭
を
孤
立
さ
せ
、
問
題
が
悪
化
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
社
会
全
体
で
子
ど
も
を

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
を
助
け
た
い
と
思
う
一
報
が
子
ど
も
の
命

を
救
い
、
家
族
全
体
を
救
う
の
で
す
。

○
虐
待
に
気
づ
い
た
り
、
次
の
よ
う
な
こ
と

を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
ら
、
次
の
通
告

先
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

「
不
自
然
な
傷
が
多
い
」「
叩
く
音
や
叫
び
声
が
聞

こ
え
る
」「
衣
服
や
体
が
い
つ
も
極
端
に
汚
れ
て
い

る
」「
車
内
に
子
ど
も
が
放
置
さ
れ
て
い
る
」「
小
さ

な
子
ど
も
を
置
い
て
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
外
出
し
て
い

る
」「
し
つ
け
の
程
度
を
越
え
て
い
た
り
、
同
じ
こ

と
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
る
」
な
ど
。

※
相
談
や
通
告
し
た
人
が
誰
か
特
定
さ
れ
て
し
ま
う

よ
う
な
情
報
は
、
決
し
て
漏
ら
し
ま
せ
ん
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

●
役
場
保
健
福
祉
課
介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
７
７
）

●
北
海
道
北
見
児
童
相
談
所
　
　
　

†
０
１
５
７-

24-

３
４
９
８

●
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

†
０
５
７
０-

０
６
４-

０
０
０
（
お
住
ま
い
の

地
域
の
児
童
相
談
所
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。
Ｐ
Ｈ

Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
）

●売払いする車両

●売払いの方法　　　　　一般競争入札

●入札執行日時　　　　　平成25年11月21日（木） 午前9時

●入札執行場所　　　　　津別町字幸町　林業研修会館2階　集会室

●売払い物件の縦覧　　　日　時：平成25年11月14日（木） 午前9時～午後３時まで

場　所：ショベルローダーは、津別町クリーンセンター（最上）

トヨタハイエースレジアスと三菱ミニカは、役場東口駐車場

その他：縦覧を希望される方は、事前に住民企画課（内線217）まで連絡を

お願いします。

●その他　　　q入札書用紙は縦覧の日以降にお渡ししますのでお申し出ください。

w入札額は消費税等抜きの金額を記入してください。契約は落札金額に５％の消費税等を

加算した額で締結します。

e売買契約の締結後は、速やかに代金を納入していただきます。

r車両に書かれている文字やマークなどは、購入者において削除してください。

t車両の移転等に関する手続き、車両運搬等は購入者が行ってください。

yその他入札に関しては、入札実施要領（入札書と一緒にお渡しします）によります。

uご不明な点は、下記までお問い合わせください。

物件番号q ショベルローダー　１台
種　別　：　三菱ＷＳ500Ａ2（大型特殊） 排気量：4. 24 L

年　式　：　平成４年　　　時間距離　：　4,142ｈ、3,345D

車　検　：　なし（一時抹消登録）

その他　：　0.8K、ブレーキ故障、書類不備のため新規登録には別途手続き

が必要

物件番号w トヨタハイエースレジアス　１台
種　類　：　Ｅ－ＲＣＨ47Ｗ（４ＷＤ）

排気量　：　2. 69Ｌ　　

年　式　：　平成10年　　　走行距離　：　約239,000D

車　検　：　平成27年４月12日車検満了

その他　：　夏タイヤなし、定員８人

物件番号e 三菱ミニカ　１台
種　類　：　Ｖ－Ｈ37Ｖ（４ＷＤ、ＭＴ、バン）

排気量　：　0. 65Ｌ　　

年　式　：　平成９年　　　走行距離　：　61,011D

車　検　：　なし（平成25年４月６日車検満了）

その他　：　サビ・腐食多数あり

『
網
走
矯
正
展
』
の
ご
案
内



　�

平成25年中に国民年金保険料を納付した方には、日
本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除
証明書」が送られます。
国民年金保険料は、納付した全額が所得税・町民税
の社会保険料控除の対象となります。そのためには
「控除証明書」を添付して申請しなければなりません。
確定申告や年末調整の際には、「控除証明書」や領収
書が必要となりますので、大切に保管してください。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記載さ
れている月分以外の保険料を12月31日までに納めた場
合は、その分も合わせて申告できます。控除証明書と
一緒に納付した保険料の領収書を添付してください。
なお、世帯主または配偶者が家族の国民年金保険料
を納めた場合は、納付した人がその保険料を申告する
ことができます。

◎お問い合わせ　専用ダイヤル † 0570－070－117
（IP電話、PHS電話は、† 03－6700－1130）

※通常の通話料金がかかります。

≪受付期間≫平成25年11月１日～平成26年３月14日
月曜8：30～19：00、火曜～金曜8：30～17：15
第2土曜9：30～16：00

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－2151 内線 222、223

年金保険料の収納業務を民間委託

▼保険料を納め忘れの方へ

日本年金機構では、国民年金保険料を

納め忘れの方に対して、電話や戸別訪問

などによる「納付」や「免除等の申請手

続き」のご案内をしています。

北見年金事務所では、この案内業務を

下記の民間事業者に委託していますので

ご承知ください。

なお、業務を委託しても国民年金保険

料の収納事業の実施主体は、日本年金機

構であり、同機構が責任をもって運営し

ていることに変わりはありません。

▼振り込め詐欺にご注意を！

◎業務を委託しても保険料の納付方法は、

日本年金機構が発行した納付書で金融機

関かコンビニで納めていただきます。

口座を指定し、ＡＴＭなどから振込を

お願いすることはありません。

◎委託業者が個別訪問する場合、写真入

りの個別訪問員証明書（身分証）を提示

し、年金制度の説明をします。

※保険料（現金）をお預かりすることは

ありません。

冬冬冬冬 のののの 交交交交 通通通通 安安安安 全全全全 運運運運 動動動動
11月14日（木）～11月23日（土）

○降雪に伴う冬道路面でのスリップ事故の防止

○高齢者の交通事故防止

○夕暮れ時と夜間の歩行中・

自転車乗用中の交通事故防止

○交差点の交通事故防止

○飲酒運転の根絶

問い合わせ先 住民企画課住民企画グループ

† 76－2151（内線216）

・オホーツク総合振興局から送付する納税通知書で、

第１期（９月２日期限）と第２期（12月２日期限）

の２回に分けて納めていただきます。

※年税額が１万円以下の場合は、第１期に全額を納

めていただきます。

・納税通知書を紛失された場合や納税についてのご相

談は、下記まで問い合わせ下さい。

・道税の納税には、手続きが簡単で便利な口座振替も

ご利用できます。

個人事業税は、道内に事務所（事業所）があり、事

業を行っている個人に、その所得を基礎として課税さ

れる道税です。

事業の所得から各種控除額を差し引いたものに、次

の税率をかけて算出します。

連絡・問い合わせ先

オホーツク総合振興局税務課

【課税に関すること】課税係　† 0152－41－0613

【納税に関すること】納税係　† 0152－41－0616

＜委託事業者＞　(株)アイヴィジット

問い合わせ先 †0120－185－056

国土交通省では、北海道、津別町の協力のもとに、12月１日、全

国各地において｢平成25年住生活総合調査｣を行うこととしています。

この調査は、住生活基本法に基づく住生活の安定・向上に係る総

合的な施策を推進する上で必要となる基礎資料を得るために、居住

環境を含めた住生活全般に関する実態や居住者の意向・満足度等を

総合的に調査するもので、５年ごとに実施するものです。

今回は、10月に実施された住宅・土地統計調査（総務省）に回答

いただいた世帯の中から一部を抽出し、全国で約９万２千世帯を対

象に行いますが、津別町では、一定の抽出方法により無作為抽出し

た約32世帯に調査をお願いすることとなっています。

11月下旬～12月上旬までの間、調査員が対象となった世帯を訪問

いたしますので、調査をお願いする皆様には重ねてお手数をおかけ

することとなりますが、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

問い合わせ先

役場建設課水道住宅グループ　† 76－2151 （内線255）

q火事か・救急かを告げます。

『火事です（救急です）』

w発生場所・名前を津別町から伝える。

『津別町▲▲町××番地、名前は○○○○です』

eどんな状況かを話して下さい（火事や病気のおおよその　

状況）。

『●●●が燃えています（病人・けが人がいます）』

r電話番号を伝える。

通報している電話の番号（一般電話・携帯電話）

“あわてずに”119番通報を！

問い合わせ先 津別消防署 †76－2189

親 子 ・ 大 人 木 工 教 室
参 加 者 募 集

木工教室を下記のとおり開催します。
製作する作品は「スツール」です。ぜひ
ご参加ください。
と　き q11月24日（日）

w12月８日（日）
※時間は各回とも午前９時～正午（予定）
ところ 木工体験工房

（つべつ木材工芸館横）
対　象 ・中学生以下の子どもとその親

・高校生以上の大人
定　員 各回20組（定員になり次第締切）
参加費 1組2,550円（保険料込・当日持参）

問い合わせ・申し込み先
木材工芸館、体験工房管理受託者

（有）山上木工アルミ工業　† 76－4934

世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれか
に該当する方

■減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）について（色は「青色」です）

▼減額認定証の交付対象となるのは、次の区分1または区分2に該当する方です

区分2

区分1

世帯全員が住民税非課税である方

・世帯全員の所得が０円の方

（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）

・老齢福祉年金を受給されている方

最近、後期高齢者医療担当より通知等を発送した際、本人の手元に届かない場合があります。

長期に家を空けられる方は、下記までご一報ください。

■長期にご自宅を離れる方へお願い

後期高齢者医療制度では、医療費が高額となった場合、過度な負担とならないよう下記に該当する方へ減

額認定証を発行しています。

対象となる方で減額認定証をお持ちでない方は役場後期高齢者医療担当窓口o番へ申請してください。

※住民税課税の方は手続き不要です。

問い合せ先 保健福祉課 後期高齢者医療担当　† 76－2151（内線229）

入
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